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 氏 名 Tyana Santini Salzano 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、アメリカ人地理学者ロバート･B･ホールが、1920 年代後半から 30 年代に
かけて日本で実施した地域調査について、とくに構築環境に関する研究に着目し、その
思想的立場と方法論について初めて明らかにしたものであり、全 9 章から構成されてい
る。得られた主な成果は次のとおりである。 
 
 １．ホールが実施した日本の構築環境の調査が、自然地形や集落の分布など広域のも
のから、都市･農村の形態や変遷過程、さらには農村建築の平面分析などの住戸単位に
までおよぶ複相的で包括的なものであることを示し、明治維新以後来日した西洋人研究
者および日本人地理学者の研究と比較しつつ、戦前の日本で行われた地域調査としてそ
の量・質ともに傑出したものであることを明らかにした。 
 
 ２．ホールの調査が、西洋地理学の支配的学説が「環境決定論」から人間と環境との
相互作用に注目する「環境可能論」へと転換しつつあった移行期にあたることを指摘し
た。その際、アメリカにおける環境決定論と環境可能論の主張と比較検討しながら、ホ
ールが自然の影響の決定論的解釈を慎重に避けつつ、自然と文化の相互関係に関心を向
けたこと、とくに都市や農村の集落調査においては歴史的視点を導入して、事例の個別
記述に徹したことを明らかにしている。 
 
 ３．集落調査においては、当時、調査手法が確立されていなかったことから、自然地
理学の調査概念を参照することにより、〈集落の分布〉、〈発生要因別の分類〉、〈都市機
能の比較考察〉、〈都市構造要素分析〉、〈発展過程調査〉という５つの調査・分析手法
を抽出できることを提示した。また、農村建築調査については、建築家ブルーノ・タウ
トによる同時期の調査と比較し、タウトが環境決定論に近い立場を取っていたのとは異
なり、ホールは地域の標準型の抽出を試みたものの、各地域における自然環境と建築形
態の多様な関係の記述に努めたことを指摘した。 
 
 以上のように、本論文は、ロバート･B･ホールによる戦前日本の都市･農村および農村
建築に関する調査研究について、地理学における支配的学説の転換状況に照らし合わせ
ながら、ホールの基本姿勢と方法論を明らかにしたものであり、自然環境と構築環境の
総体を文化的景観の観点に着目した先駆的調査研究の意義を解明したものとして、学術
上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文と
して価値あるものと認める。また、平２７年１０月１５日、論文内容とそれに関連した
事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを
確認し、合格と認めた。 
 
